
法
政
大
学
大
学
院
公
共
政
策
研
究
科

の
杉
崎
和
久
教
授
を
講
師
に
迎
え
、

｢コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
し
い
担
い
手
の

育
て
方
～
市
民
の
共
感
･主
体
性
を
ど

う
醸
成
す
る
か
～
｣と
題
し
、
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
た
い
人
を
、

ゆ
る
く
、
楽
し
く
、
面
白
く
つ
な
ぐ
コ

ツ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
無
料
。
定
員
200
人
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

11
月
12
日
(月)
午
後
２
時
～
４
時

会
場
▼

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
 

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
福
祉
課
☎
(８
８
８
)５
６
６
８

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

域
で
の
孤
立
を
防
ぎ
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
月
一
回
程
度
の
定
期
的
な
声
か

け
･訪
問
活
動
や
日
常
的
な
見
守
り
活

動
(カ
ー
テ
ン
の
開
閉
や
新
聞
受
け
の

確
認
な
ど
、
日
常
生
活
に
変
化
が
な
い

か
)を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
安
否

確
認
を
兼
ね
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
花
鉢

な
ど
を
届
け
る
友
愛
訪
問
活
動
な
ど
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
、
町
内
会
、
福
祉
協
力
員
、
近
隣
住

民
な
ど
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
(８
６
２
)７
４
４
５

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る

か
た
に
、
自
己
負
担
１
万
円
で
耐
震
診

断
士
を
派
遣
し
ま
す
。
募
集
は
７
戸
。

対
象
要
件
▼

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
市
内
に
建
て
ら
れ
た
木
造
戸
建
て
住

宅
の
個
人
所
有
者
で
、
市
税
に
滞
納
が

な
い
な
ど
　
応
募
期
限
▼

１
月
31
日
(木)

●
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課
☎
(８
８
８
)５
７
６
９

勤
務
は
来
年
４
月
以
降
で
す
。
募
集

人
員
は
、
①
事
務
職
２
人
、
②
技
術
職

１
人
、
③
臨
床
検
査
技
師
１
人
で
す
。

【
受
験
資
格
】
昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
の
受
験
資

格
が
あ
る
か
た
(今
年
度
中
に
受
験
資

格
取
得
見
込
み
を
含
む
)

①
事
務
職
▼

医
療
機
関
や
民
間
企
業
な

ど
に
お
け
る
職
務
経
験
が
、
直
近
６
年

間
で
３
年
以
上
の
か
た

②
技
術
職
▼

民
間
企
業
や
公
的
機
関
な

ど
に
お
け
る
建
物
な
ど
の
管
理
に
関
す

る
職
務
経
験
が
、
直
近
10
年
間
で
３
年

以
上
か
つ
工
業
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
短
期
大
学
校
、
短
期
大
学
ま
た

は
大
学
の
電
気
な
ど
の
学
科
を
卒
業

し
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
(図
面
の
作
成
)、
エ
ク
セ
ル

(表
計
算
)、
ワ
ー
ド
(文
書
作
成
)な
ど
の

操
作
が
で
き
る
か
た

③
臨
床
検
査
技
師
▼

医
療
機
関
な
ど
に

お
け
る
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
の
職
務

経
験
が
、
直
近
６
年
間
で
３
年
以
上
の

か
た

【
試
験
日
と
会
場
】

12
月
８
日
(土)
、
市
立
病
院
で

【
試
験
内
容
】

①
②
＝
１
次
は
書
類
審
査
。
２
次
は
適

性
検
査
(筆
記
)と
面
接
　
③
＝
適
性
検

査
(筆
記
)と
個
人
お
よ
び
集
団
面
接

    
【
申
込
方
法
(共
通
)】

市
立
病
院
、
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、

各
市
民
Ｓ
Ｃ
(中
央
･東
部
を
除
く
)、
駅

東
Ｓ
Ｃ
、
東
京
事
務
所
(千
代
田
区
)に

あ
る
受
験
案
内
書
(病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
可
)に
従
っ
て
、
11
月
９

日
(金)
(必
着
)ま
で
に
市
立
病
院
へ
。

h
ttp
://akita-city-h
o
sp
ital.jp
/

p
ages/p
age/p
4
0
8

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
総
務
課

☎
(８
２
３
)４
１
７
１

■
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯

物
を
干
さ
な
い
、
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い

水
分
が
蒸
発
し
た
洗
濯
物
は
、
バ

ラ
ン
ス
が
不
安
定
に
な
り
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
布

団
、
衣
類
、
雑
誌
な
ど
を
近
く
に
置

く
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み
で
接

触
し
出
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
外
出
時
や
給
油
の
時
は
必
ず
消
火

給
油
の
時
に
給
油
口
キ
ャ
ッ
プ
の

閉
ま
り
が
不
完
全
だ
と
、
灯
油
が
漏

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
長
年
使
っ
て
い
る
ス
ト
ー
ブ
は

定
期
的
に
清
掃
･点
検
す
る

使
用
中
に
異
臭
や
異
常
が
あ
る
場

合
は
使
う
の
を
や
め
、
販
売
店
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
義
務

で
す
。
10
年
を
目
安
に
交
換
を

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

古
く
な
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
電
池
切
れ
や
電
子
部
品
の
寿
命
で

正
常
に
作
動
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
作
動
確
認
を
定
期
的
に
行
い
、

10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
予
防
課

☎
(８
２
３
)４
２
４
７

­­­­６

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

平成30年10月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u308,482人(-165)…男u145,426人(-87)　女u163,056人(-78)

●世帯u136,392世帯(-27) 

９月分 出生u147人　死亡u267人　転入u478人　転出u523人　

( )内は前月比●１年前の人口u311,178人

市
立
病
院
の
職
員
を

募
集
し
ま
す

ひ
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

に
向
け
た
研
修
会

社
会
福
祉
協
議
会
の

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

暖
房
器
具
に
よ
る

火
災
に
ご
注
意
！

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
士

を
派
遣
し
ま
す



ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
食
中
毒
や
感
染

性
胃
腸
炎
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
感
染

力
が
強
く
、
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
も
口

か
ら
体
内
へ
入
り
感
染
し
、
特
に
冬
場

が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
例
年
夏
に
多
く
発
生
す
る
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
で
す
が
、
冬

に
な
っ
て
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
生

肉
や
生
野
菜
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
経
路

■
食
べ
物
か
ら
人
へ
(食
中
毒
)

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
付
い
た
食
べ
物

を
摂
取
し
た
り
、
そ
れ
ら
が
付
着
し
た

調
理
器
具
を
用
い
て
調
理
し
た
り
す
る

こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
手
洗
い
が
不
十

分
な
感
染
者
が
調
理
し
た
食
べ
物
か
ら

感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
人
か
ら
人
へ
(感
染
性
胃
腸
炎
)

感
染
者
の
便
や
お
う
吐
物
を
触
っ
た

手
指
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
口
に
入

り
感
染
し
ま
す
。
手
洗
い
が
不
十
分
な

感
染
者
が
触
れ
た
蛇
口
、
ド
ア
ノ
ブ
な

ど
に
、
後
か
ら
触
れ
た
手
指
を
介
し
て

感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
症
状

吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
微

熱
で
す
が
、乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
、抵

抗
力
の
弱
い
人
の
場
合
、脱
水
症
状
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
の
症
状

腹
痛
、下
痢
、血
便
で
す
。
強
い
腹
痛

や
出
血
を
と
も
な
う
下
痢
を
起
こ
し
た

と
き
は
す
ぐ
に
医
師
の
診
断
を
受
け
、

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
▼

症
状
が
治
ま
っ
て
も
、ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
が
、便
と
一
緒
に
排
せ
つ
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

石
け
ん
を
使
っ
て
両
手
で
十
分
に
こ

す
り
、
流
水
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。
調
理

や
配
膳
の
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
の

後
、
オ
ム
ツ
交
換
後
、
下
痢
や
お
う
吐

物
を
処
理
し
た
後
な
ど
は
特
に
念
入
り

に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

食
品
は
85
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。
調
理
器
具
は
、
85
℃
以

上
の
熱
湯
で
１
分
以
上
加
熱
す
る
か
、

0.02
％
塩
素
系
消
毒
液
に
浸�

�

し
た
後
、
洗

い
流
し
ま
す
。

感
染
を
拡�

�

げ
な
い
た
め
に

・
タ
オ
ル
は
共
用
せ
ず
、個
人
用
タ
オ

ル
ま
た
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
使
い

ま
し
ょ
う

・
下
痢
や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
は
、
食
品
を
直
接
取
り
扱
う
作
業

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
下
痢
を
し
て
い
る
人
が
お
風
呂
に
入

る
と
き
は
一
番
最
後
に
す
る
か
、
シ

ャ
ワ
ー
浴
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。
お

風
呂
の
水
は
毎
日
換
え
て
、
浴
槽
･

床
･洗
面
器
･い
す
な
ど
も
洗
剤
で
清

潔
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う

・
汚
物
が
つ
い
た
衣
類
は
静
か
に
下
洗

い
し
た
後
、
85
℃
以
上
で
１
分
間
熱

湯
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
白
い
物
は

0.1
％
塩
素
系
消
毒
液
に
10
分
程
浸
し

ま
す

・
お
う
吐
物
や
便
の
処
理
時
は
、
使
い

捨
て
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

・
ト
イ
レ
(ド
ア
ノ
ブ
も
)、
洗
面
所
な

ど
は
、
0.02
％
塩
素
系
消
毒
液
で
拭
­­­­­い

た
後
、
水
拭
き
し
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
　

食
中
毒
は
衛
生
検
査
課
へ

☎
(８
８
３
)１
１
８
１

感
染
性
胃
腸
炎
は
健
康
管
理
課
へ

☎
(８
８
３
)１
１
８
０

◆
肝
臓
の
異
変
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に

よ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

Ｂ
型
･Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
後
、
肝
臓
の
細
胞
に
炎
症
が
起
こ

り
、
進
行
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
た

め
、
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て

早
期
発
見
･早
期
治
療
を
！

今
ま
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
か
た
を
対
象
に
、
無
料

の
検
査
(採
血
)を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
受
託
医
療
機
関
(100
か
所
)で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
、
健

康
管
理
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
(８
８
３
)１
１
８
０

申
し
込
み
後
、
受
診
券
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
受
託
医
療
機
関
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
受
診
可
能
な
日
時
は
医
療
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
結
果
は
医
師

が
説
明
し
ま
す
の
で
、
再
度
受
診
し
て

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

７ 広報あきた　平成30年11月２­日号

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

無
料
で
実
施
し
ま
す

食
中
毒
と
感
染
性
胃
腸
炎
に

ご
注
意
を
！秋田藩において金穀(金銭

や米穀など)を献納して士分

に取り立てられた栗林広運

家に伝来した日記全16冊の

うち、前半５冊を収録しま

した。

拝領した知
�

行
���

高
� �

や嘉永７

(1854)年に海岸防備のため

に移住させられた際の状況

が記されているなど、興味

深い内容となっています。
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ます。☎(888)5428
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